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以
楽
設
教

児
童
の
国
楽
啓
蒙
か
ら
大
学
生
の
修
身
へ

汲
喆

（
翻
訳
＝
田
中
有
紀
）

導
論
　
王
道
と
教
化
、
仁
言
と
仁
声

　
一
九
〇
五
年
（
光
緒
三
一
年
）
、
清
朝
は
正
式
に
儒
学
を
も
ち
い
て
官
僚
を
採
用
す
る
科
挙
制
を
廃
止
し
た
。
こ
の
出
来
事
は
、

現
代
に
お
け
る
中
国
式
の
「
政
教
分
離
」
の
開
始
を
あ
ら
わ
す

）
1
（

。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
帝
政
の
も
と
で
儒
家
の
政
・
教
・
学
が
一

致
し
て
い
た
伝
統
的
な
制
度
が
解
体
し
始
め
た

）
2
（

、
つ
ま
り
儒
家
学
説
の
中
国
社
会
に
お
け
る
役
割
と
地
位
に
重
大
な
改
変
が
発

生
し
た
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
科
挙
の
廃
止
は
、
儒
家
が
当
時
の
社
会
的
危
機
全
体
に
対
し
て
有
効
な
応
答
が
で
き
な
い
こ
と

を
正
式
に
確
認
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
現
代
中
国
の
国
家
構
築
（State-building

）
は
再
び
儒
学
の
歴
史
観

（
1
）
科
挙
制
の
廃
止
と
、
同
じ
く
一
九
〇
五
年
に
フ
ラ
ン
ス
で
確
立
し
た
「
政
教
分
離
」
原
則
（laïcité

）
と
い
う
、
こ
れ
ら
二
つ
の
出
来
事
の
内
在
的
関
係

に
つ
い
て
、
張
倫
が
敏
感
に
注
目
し
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
み
な
近
代
的
な
「
分
化
」
と
い
う
内
在
的
要
求
に
対
す
る
政
治
上
の
回
答
で
あ

る
。
張
倫
「
一
九
零
五
年
的
遺
産

：

現
代
性
、
政
教
分
離
与
言
論
自
由
」、『
二
十
一
世
紀
』、
第
九
五
期
、
二
〇
〇
六
年
、
一
〇
三
―
一
一
二
頁
を
参
照
。
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と
社
会
理
論
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
基
礎
と
す
る
こ
と
は
な
く
、
西
洋
で
生
ま
れ
た
様
々
な
現
代
政
治
学
説
と
管
理
技
術
に
転
向

し
た
。
ま
た
一
方
で
、
科
挙
の
廃
止
は
儒
家
の
教
育
現
場
に
お
け
る
支
配
的
な
地
位
を
動
揺
さ
せ
た
。「
新
学
」・「
実
学
」
知

識
が
、
し
だ
い
に
修
斉
治
平
・
文
化
教
養
を
主
軸
と
す
る
儒
学
の
智
慧
に
取
っ
て
代
わ
り
、
政
治
的
・
経
済
的
・
社
会
的
な
利

益
と
両
替
さ
れ
る
、
ま
す
ま
す
効
果
的
な
文
化
資
本
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
角
度
か
ら
考
え
る
と
、
儒
家
が
政
治
制
度
・
教
育
制
度
の
主
流
と
分
裂
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
儒
家
が
衰
落
し
さ
ら

に
は
「
亡
霊
」
と
な
っ
た
重
大
な
原
因
で
あ
っ
た

）
3
（

。
ま
さ
に
こ
の
た
め
に
、
近
代
社
会
に
お
け
る
儒
家
の
活
動
も
往
々
に
し
て

二
つ
の
方
向
か
ら
展
開
し
た
。
つ
ま
り
儒
家
の
、「
王
道
」
を
核
心
と
す
る
合
法
化
の
伝
統
と
、「
教
化
」
を
核
心
と
す
る
社
会

化
の
伝
統
を
再
び
樹
立
す
る
こ
と
で
あ
る

）
4
（

。
た
と
え
ば
、
前
者
に
は
徐
復
観
（
一
九
〇
二
―
一
九
八
二
）
に
よ
る
儒
家
の
民
本
論

と
現
代
の
民
主
論
の
調
和
が
あ
り
、
後
者
に
は
梁
漱
溟
（
一
八
九
三
―
一
九
八
八
）
に
よ
る
社
会
教
育
と
社
会
改
造
を
結
合
さ
せ

た
郷
村
建
設
が
あ
る
。
最
近
二
十
年
の
間
、
毛
沢
東
時
代
の
後
の
中
国
大
陸
に
お
い
て
、
我
々
は
同
様
に
こ
の
二
つ
の
方
向
か

ら
の
顕
著
な
儒
学
運
動
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
最
近
で
は
、
蒋
慶
・
康
暁
光
ら
に
よ
る
「
政
治
儒
学
」
に
対
す
る

鼓
吹
な
ど
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
儒
学
を
主
要
内
容
と
す
る
「
伝
統
文
化
」
を
教
育
に
導
入
す
る
「
少
児
読
経
」
と
「
国
学
」

普
及
活
動
に
そ
の
主
た
る
目
的
が
あ
っ
た

）
5
（

。

　
も
ち
ろ
ん
、
現
代
の
「
儒
家
」
は
政
治
へ
の
参
加
と
教
育
へ
の
参
加
を
は
っ
き
り
と
区
別
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
区
別
す
る
こ

と
も
で
き
な
い
。
新
・
古
儒
家
政
治
学
の
一
つ
の
基
本
理
念
は
、
人
文
的
な
教
化
に
よ
っ
て
「
徳
に
よ
っ
て
治
め
ら
れ
た
」
忠

孝
君
子
の
国
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
儒
学
の
研
究
と
教
育
は
し
ば
し
ば
「
学
ん
で
徳
に
優
れ
て
い
れ
ば

君
に
仕
え
る
（
学
而
優
則
仕
）
」、「
内
聖
が
外
王
を
切
り
開
く
（
内
聖
開
外
王
）
」
と
い
っ
た
政
治
的
な
期
待
と
理
想
を
免
れ
え
な
い

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
政
教
（
化
）
合
一
」
の
特
色
は
、
現
代
に
お
け
る
多
く
の
自
由
主
義
的
イ
ン
テ
リ
た
ち
が
、
儒
学

復
興
に
対
し
て
慎
重
な
態
度
を
と
る
一
つ
の
重
要
な
理
由
で
も
あ
る
。
た
し
か
に
、
一
度
「
修
身
」
が
「
治
国
」
さ
ら
に
は

「
平
天
下
」
の
準
備
と
し
て
読
み
替
え
ら
れ
て
し
ま
え
ば
、「
己
の
欲
せ
ざ
る
と
こ
ろ
は
人
に
施
す
こ
と
な
か
れ
」
と
い
う
道
徳



123 以楽設教

原
則
も
ま
た
「
己
の
欲
す
る
と
こ
ろ
を
人
に
施
せ
」
と
い
う
権
力
法
令
に
変
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
問
題
は
、
世
俗
化
さ

れ
た
教
育
空
間
に
再
び
戻
ろ
う
と
し
て
い
る
現
代
の
儒
学
運
動
に
と
っ
て
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
も
し
治
国
の
「
術
」
に
対

す
る
修
身
の
「
学
」
の
自
主
性
を
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
国
学
研
究
と
教
育
は
現
実
の
政
治
ゲ
ー
ム
の
駆
け
引
き

道
具
に
落
ち
ぶ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
、
綿
々
と
続
く
中
華
文
化
の
知
恵
の
初
志
に
違
う
。

　
儒
学
教
育
と
政
治
の
現
在
に
至
る
ま
で
の
解
き
難
い
結
合
は
歴
史
的
起
源
を
持
つ
が
、
し
か
し
ま
た
、
当
今
の
儒
家
が
新
し

く
教
育
分
野
に
導
入
し
た
方
法
と
も
無
関
係
で
は
な
い
。
官
か
民
か
を
問
わ
ず
、
ま
た
学
術
界
か
教
育
界
か
を
問
わ
ず
、
新
興

（
2
）
干
春
松
『
制
度
化
儒
家
及
其
解
体
』、
二
二
〇
―
二
四
三
頁
、
北
京

：

中
国
人
民
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
を
参
照
。

（
3
）
中
国
の
近
代
化
の
過
程
に
お
い
て
、
政
治
と
教
育
の
領
域
で
の
儒
家
の
優
先
的
な
地
位
が
制
度
的
な
保
障
を
失
っ
た
と
は
い
っ
て
も
、
儒
・
政
・
学
の

三
者
の
関
係
が
な
お
錯
綜
し
複
雑
で
あ
る
と
い
う
事
実
は
、
指
摘
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ば
甘
陽
に
よ
る
と
、
国
民
党
政
府
と
共
産
党
政
府
の
国
家

構
築
モ
デ
ル
は
、
両
方
と
も
あ
る
程
度
、
儒
家
の
伝
統
を
継
承
し
て
い
る
。
後
者
は
こ
れ
を
否
認
し
て
い
る
け
れ
ど
も
。
甘
陽
「
儒
学
与
現
代

―
兼
論

儒
学
与
当
代
中
国
」、
復
旦
大
学
思
想
史
研
究
セ
ン
タ
ー
主
編
、『
経
学
、
政
治
与
現
代
中
国
』、
五
―
二
三
頁
、
上
海

：

上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年

を
参
照
。
中
国
政
治
の
去
儒
化
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
楊
念
群
「
儒
学
作
為
伝
統
中
国
『
意
識
形
態
』
合
法
性
的
歴
史
及
其
終
結
」、
楊
念
群
『
昨
日
之
我

与
今
日
之
我

―̶

当
代
史
学
的
反
思
与
闡
釈
』、
九
四
―
一
四
七
頁
、
北
京

：

北
京
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
を
参
照
。
現
代
教
育
空
間
の
建
立

と
郷
土
中
国
の
古
く
か
ら
の
社
会
―
文
化
・
教
育
空
間
の
整
合
過
程
に
つ
い
て
は
、
王
銘
銘
「
教
育
空
間
的
現
代
性
与
民
間
観
念

―
閩
台
三
村
初
等
教

育
的
歴
史
軌
跡
」、『
社
会
学
研
究
』、
一
九
九
九
年
、
第
六
期
、
六
―
一
〇
頁
を
参
照
。

（
4
）
も
ち
ろ
ん
、
儒
家
の
近
代
に
お
け
る
再
建
は
こ
の
二
つ
の
方
面
に
限
定
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
西
洋
の
「
宗
教
」
観
念
が
導
入
さ
せ
る
に
と
も
な
い
、

「
宗
教
」
も
ま
た
儒
家
の
自
己
理
解
と
自
己
構
築
の
一
つ
の
重
要
な
切
口
と
な
っ
た
。
西
洋
の
「
宗
教
」
観
念
の
、
中
国
の
宗
教
景
観
並
び
に
政
教
関
係

に
対
す
る
影
響
に
つ
い
て
は
、V

incent G
oossaert, “L’invention des ‘religions’ en C

hine m
oderne”, Anne C

heng 

編, La pensée en C
hine aujourd’hui,  

p.185–213, Paris : G
allim

ard, 2007

を
参
照
。
清
末
民
初
の
儒
家
の
西
洋
の
「
宗
教
」
観
念
に
対
す
る
理
解
と
応
用
に
つ
い
て
は
、H

si-Yuan C
hen, 

C
onfucian Encounters w

ith “Religion”, Rejections, Appropriations, and Transform
ations, London: Routledge, 2006

を
参
照
。
近
年
の
中
国
大
陸
に
お
け
る

儒
家
の
宗
教
性
に
関
す
る
論
争
に
つ
い
て
は
、
韓
星
、『
儒
教
問
題

：

争
鳴
与
反
思
』、
西
安

：

陜
西
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
を
参
照
。

（
5
）
政
治
儒
学
と
関
連
言
語
の
興
起
に
つ
い
て
は
、Ji Z

he, “C
onfucius, les libéraux et le Parti. Le renouveau du confucianism

e politique”, La Vie des Idées, 
m

ai 2005, p.9–20

、
ま
た
、Sébastien Billioud, “‘C

onfucianism
e’, ‘tradition culturelle’ et discours officiels dans la C

hine des années 2000”, Perspectives 
chinoises, N

o.100, 2007, p. 53–69

を
参
照
。
儒
学
の
教
育
に
お
け
る
再
現
及
び
そ
の
政
治
的
・
社
会
的
意
味
に
つ
い
て
は
、Sébastien Billioud et Joël 

T
horaval, “ Jiaohua: Le renouveau confucéen en C

hine com
m

e projet éducatif ”, Perspectives chinoises, N
o.101, 2007, p.4–21

ま
た
、Ji Z

he, “Traditional 
Education in C

ontem
porary C

hina: C
onservative and/or liberal?”, C

hinese C
ross C

urrents, N
o.2–3, 2005, p.32–41

を
参
照
。
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の
、
い
わ
ゆ
る
儒
学
教
育
と
さ
れ
る
も
の
は
、
主
に
テ
キ
ス
ト
を
中
心
に
進
め
る
言
葉
の
実
践
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
「
聖
賢
の

書
」
に
対
す
る
読
解
・
記
憶
・
復
述
（
訳
者
注

：

テ
キ
ス
ト
の
内
容
を
自
分
の
言
葉
に
置
き
換
え
て
話
す
こ
と
）
と
解
説
で
あ
る
。
実
際
、

現
代
の
中
国
伝
統
文
化
教
育
は
「
読
む
こ
と
」
か
ら
始
ま
っ
た
。
南
懐
謹
と
王
財
貴
が
一
九
九
〇
年
代
中
期
に
そ
れ
ぞ
れ
発
起

し
て
、
そ
の
後
中
国
を
席
巻
し
た
「
児
童
中
西
文
化
導
読
」
と
「
少
児
読
経
」
運
動
の
焦
点
は
み
な
「
読
む
こ
と
」
で
あ
っ
た
。

最
も
早
い
大
学
生
に
よ
る
蒙
学
（
訳
者
注

：

啓
蒙
の
た
め
の
塾
）
普
及
組
織
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
成
立
し
た
北
京
の
「
一
耽
学
堂
」

で
あ
る
が
、
そ
こ
で
行
わ
れ
た
主
な
仕
事
も
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
組
織
・
養
成
し
、
小
学
校
と
幼
稚
園
で
「
読
‐
誦
‐
暗

唱
」
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
四
年
に
物
議
を
か
も
し
た
、
蒋
慶
の
編
輯
に
よ
る
十
五
万
言
に
及
ぶ
伝
統
文

化
教
材
は
、
す
べ
て
「
誦
本
」
と
名
づ
け
ら
れ
た

）
6
（

。
朗
読
と
暗
唱
が
、
古
く
か
ら
の
伝
統
を
継
承
す
る
一
種
の
基
本
的
な
方
法

で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
方
法
は
、
中
国
の
旧
式
教
育
の
特
徴
を
鮮
明
に
有
し
て
お
り
、
応
用
す
れ
ば
直
接
的

で
効
果
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
問
題
は
ま
さ
に
そ
こ
に
あ
っ
た
。
ま
ず
、
誦
読
は
「
経
典
」
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し

か
し
経
典
が
経
典
と
な
っ
た
基
準
は
決
し
て
中
立
的
な
も
の
で
は
な
い
。
儒
学
に
つ
い
て
言
え
ば
、
伝
統
的
に
合
法
と
み
な
さ

れ
た
経
典
の
テ
キ
ス
ト
は
往
々
に
し
て
政
教
合
一
の
専
制
制
度
下
で
よ
り
分
け
ら
れ
選
び
抜
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
特
定
の
政

治
‐
倫
理
的
な
意
味
を
持
っ
た
テ
キ
ス
ト
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
内
容
か
ら
考
え
る
と
、
朗
読
を
中
心
と
す
る
国
学
教
育

は
そ
れ
を
学
習
す
る
こ
と
で
、
実
際
に
は
あ
る
程
度
、
効
果
的
な
政
治
‐
倫
理
的
箴
言
を
終
始
受
け
続
け
る
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
と
同
時
に
形
式
か
ら
考
え
る
と
、
テ
キ
ス
ト
の
朗
読
は
極
め
て
強
制
的
な
一
種
の
学
習
方
法
で
あ
る
。
そ
れ
が
強
調
す
る
も

の
は
、
観
念
化
さ
れ
た
既
に
存
在
す
る
テ
キ
ス
ト
を
、
繰
り
返
し
記
憶
し
例
証
す
る
能
力
を
加
え
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
創
造
し

弁
論
し
批
判
す
る
精
神
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
保
守
主
義
的
な
教
学
の
雰
囲
気
と
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
師
弟
関
係
は
、
自

由
主
義
の
観
点
か
ら
考
え
る
と
、
権
威
主
義
的
政
治
観
念
が
教
育
の
中
に
反
映
さ
れ
た
も
の
と
見
な
さ
れ
る
。

　
実
際
、
た
と
え
孔
子
が
提
倡
し
実
践
し
た
教
育
方
法
か
ら
考
え
た
と
し
て
も
、
単
純
な
経
典
朗
読
は
ま
た
問
題
を
生
ず
る
も

の
で
あ
る
。
儒
学
の
核
心
で
あ
る
「
仁
」
は
、
言
語
や
文
字
で
表
現
す
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
必
然
的
に
言
語
や
文
字
で
理
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解
す
る
の
は
難
し
く
な
る
。
論
語
の
中
に
は
こ
の
よ
う
な
故
事
が
あ
る

）
7
（

。

司
馬
牛
が
仁
を
問
う
た
。
孔
子
は
お
っ
し
ゃ
っ
た
、「
仁
と
い
う
も
の
は
、
そ
れ
を
述
べ
る
の
が
大
変
難
し
い
」
と
。
司

馬
牛
が
言
っ
た
、「
そ
れ
を
述
べ
る
の
が
大
変
難
し
い
、
そ
う
い
う
も
の
を
仁
と
言
う
の
で
す
ね
」
と
。
孔
子
が
お
っ

し
ゃ
っ
た
、「
仁
を
行
う
こ
と
は
難
し
い
の
だ
か
ら
、
仁
を
言
う
こ
と
も
難
し
く
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
。（
司
馬
牛
問
仁
。
子

曰
「
仁
者
、
其
言
也
訒
。」
曰
「
其
言
也
訒
、
斯
謂
之
仁
已
乎
。」
子
曰
「
為
之
難
、
言
之
得
無
訒
乎
。」）

　
張
祥
龍
の
解
釈
に
よ
る
と

）
8
（

、
こ
の
段
の
意
味
は
主
に
、「
仁
」
に
関
し
て
述
べ
る
こ
と
が
極
め
て
困
難
（
訒
）
で
あ
り
、
ま

る
で
「
刃
」
の
上
を
歩
い
て
い
る
か
の
よ
う
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、「
仁
を
為
す
」
こ
と
は
、
決
し
て
何
か
し

ら
の
箴
言
を
暗
記
し
た
り
実
践
し
た
り
す
る
だ
け
の
簡
単
な
も
の
で
は
な
い
。
張
祥
龍
が
さ
ら
に
指
摘
す
る
こ
と
に
は
、
仁
は

深
く
人
の
生
活
体
験
の
中
に
根
ざ
す
が
、
し
か
し
、
仁
教
は
往
往
に
し
て
「
人
生
の
体
験
か
ら
抜
け
出
し
て
あ
る
種
の
枠
組
み

に
進
入
す
る
」、
こ
の
「
脅
威
を
具
有
す
る
」
問
題
は
「
後
世
の
儒
家
も
完
全
に
解
決
し
な
か
っ
た
」
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、

彼
に
よ
る
と
、
こ
の
問
題
は
と
っ
く
に
孔
子
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、「
芸
」
の
学
習
に
よ
っ
て
「
仁
」

に
達
す
る
の
で
あ
る
。
孔
子
が
自
ら
修
学
し
弟
子
に
教
授
し
た
の
は
、
礼
・
楽
・
射
・
御
・
書
・
数
の
「
六
芸
」
で
あ
り
、
後

に
儒
家
は
ま
た
自
ら
の
六
芸
、
即
ち
『
詩
』・『
書
』・『
易
』・『
礼
』・『
春
秋
』
と
『
楽
』
を
形
成
し
た
。
こ
の
よ
う
な
「
芸
」

に
対
す
る
学
習
は
、
一
種
の
「
臨
機
応
変
な
も
の
で
あ
り
、
動
態
的
な
尺
度
感
と
意
義
が
生
成
さ
れ
る
趣
味
的
な
活
動
で
充
満

し
て
お
り
、
そ
の
中
に
お
い
て
、
主
体
と
客
体
は
、
非
観
念
化
さ
れ
た
、
予
想
あ
る
い
は
反
省
す
る
方
式
に
よ
っ
て
、
結
合
し

（
6
）
蒋
慶
編
『
中
華
文
化
経
典
基
礎
教
育
誦
本
』、
北
京

：

高
等
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
。

（
7
）『
論
語
』
顔
淵
第
十
二
。

（
8
） 

張
祥
龍
「
仁
与
芸
」、
趙
汀
陽 

主
編
『
論
証
三
』、
二
九
〇
―
三
一
一
頁
、
南
寧

：

広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
。
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一
体
化
し
て
い
る
。」

　
言
い
換
え
る
と
、
芸
は
「
一
」
で
は
な
く
「
多
」
で
あ
り
、「
固
」
で
は
な
く
「
化
」
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、「
芸
」
を
中
心

と
す
る
教
化
は
、
規
範
的
な
知
識
を
表
現
す
る
「
仁
言
」
に
執
着
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
「
朗
読
」
の
よ
う
な
様
々
な

強
制
や
訓
練
に
単
純
に
訴
え
る
こ
と
も
で
き
ず
、
た
だ
割
に
小
規
模
な
「
遊

）
9
（

」
を
通
じ
て
、
教
育
を
受
け
る
者
に
、「
仁
」
の

様
々
な
表
相
の
中
で
「
仁
」
を
体
験
さ
せ
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
孔
子
は
か
つ
て
こ
う
言
っ
た
、「
私
は
も
ち
い
ら
れ
な
か
っ

た
の
で
、
芸
が
あ
る
（
吾
不
試
、
故
芸

）
10
（

）
」
と
。
こ
こ
に
は
、
政
と
芸
の
あ
る
種
の
対
立
が
暗
に
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
現
在
、

「
芸
」
は
、
儒
学
が
「
仁
言
」
の
よ
う
な
古
典
政
治
の
符
呪
か
ら
抜
け
出
し
、
教
育
空
間
の
主
流
に
戻
る
た
め
の
手
助
け
を
で

き
る
の
だ
ろ
う
か
？
　
こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
し
て
は
、
い
か
に
理
論
か
ら
出
発
し
て
断
言
し
た
と
し
て
も
、
す
べ
て
無
責
任

な
議
論
に
な
っ
て
し
ま
う
。
本
稿
で
は
、「
芸
」
の
実
践
か
ら
出
発
し
、
国
学
教
育
を
推
進
し
た
ひ
と
つ
の
事
例
に
つ
い
て
考

察
し
た
い
。
徳
音
女
士
と
そ
の
「
西
安
徳
音
文
化
有
限
責
任
公
司
」
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
「
国
楽
啓
蒙
」
で
あ
る
。
こ
の
運

動
の
中
で
、
新
し
く
生
み
だ
さ
れ
た
「
中
国
古
典
音
楽
」
は
久
し
く
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
も
の
だ
っ
た
が
、
テ
キ
ス
ト
の
朗
読

と
同
様
に
、
ま
た
テ
キ
ス
ト
の
朗
読
よ
り
も
さ
ら
に
重
要
な
教
化
媒
介
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
「
仁
言
は
、
仁
声
が
人
に
入
る
こ

と
の
深
さ
に
は
及
ば
ず
、
善
政
は
、
善
教
が
民
心
を
得
る
こ
と
に
は
及
ば
な
い
（
仁
言
不
如
仁
声
之
入
人
深
也
、
善
政
不
如
善
教
之
得

民
心
也

）
11
（

）
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
仁
言
か
ら
仁
声
へ
の
転
換
に
よ
っ
て
、
国
学
伝
統
の
「
政
治
‐
倫
理
」
と
い
う
軸
心
も
あ
る

程
度
「
審
美
‐
倫
理
」
と
い
う
軸
心
に
転
換
し
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、「
天
徳
」
は
も
は
や
「
王
道
」
を
経
由
す
る
こ
と
な
く

実
現
さ
れ
確
認
さ
れ
、
ま
た
「
人
道
」
は
「
楽
」
の
個
人
的
な
体
得
を
経
由
し
て
展
開
し
た
の
で
あ
る

）
12
（

。
こ
の
よ
う
に
考
え
る

と
、「
言
に
因
っ
て
事
を
成
す
」
読
経
に
相
対
し
て
言
え
ば
、「
楽
を
以
て
教
を
設
け
る
」
国
学
は
、
更
に
一
種
の
非
政
治
的
教

育
方
法
と
「
自
己
の
技
法
」 （techniques du soi

）
を
建
設
す
る
方
向
へ
向
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

一
　
徳
音
為
楽

︱
楽
教
経
典
の
発
明
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い
か
な
る
伝
統
の
再
生
産
の
仕
事
と
も
同
じ
よ
う
に
、「
楽
教
」
を
再
建
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
「
国
楽
啓
蒙
」
は
ま
ず

先
に
楽
教
が
依
拠
す
る
こ
と
の
で
き
る
、
過
去
か
ら
伝
わ
っ
た
と
す
る
経
典
素
材
を
提
示
し
申
し
開
き
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
た
だ
し
、「
少
児
読
経
」
が
面
し
て
い
た
情
況
と
異
な
っ
て
い
た
の
は
、「
楽
」
は
名
義
上
は
「
礼
」
と
並
び
称
さ
れ
、

甚
だ
し
く
は
礼
よ
り
も
高
位
に
あ
る
場
合
も
あ
っ
た
が

）
13
（

、
楽
の
伝
統
自
体
は
実
際
に
は
全
く
連
続
す
る
も
の
が
な
く
、
従
え
る

よ
う
な
は
っ
き
り
し
た
脈
絡
も
な
か
っ
た
。
儒
家
の
「
六
経
」
の
中
に
お
い
て
、『
楽
経
』
は
早
く
に
失
わ
れ
て
い
た
。
上
古

の
礼
楽
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
た
だ
『
礼
記
』
楽
記
と
『
周
礼
』
天
官
・
大
司
楽
な
ど
の
章
節
の
中
に
や
っ
と
少
し
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
程
度
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
古
代
の
声
音
と
楽
韻
・
歌
舞
は
み
な
、
文
字
の
よ
う
に
は
保

存
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
楽
譜
を
頼
り
に
し
た
と
し
て
も
、
音
楽
を
当
時
の
状
態
へ
戻
す
こ
と
は
難
し

い
。
そ
れ
に
、
中
国
の
記
譜
制
度
は
演
奏
者
個
人
の
即
興
演
奏
を
重
視
し
て
お
り
、
同
じ
楽
譜
に
依
拠
し
て
演
奏
さ
れ
た
音
楽

で
も
人
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
結
局
い
か
な
る
音
楽
が
中
国
伝
統
文
化
精
神
を
受
け
継
い
だ
古
楽
な
の
か
、

そ
れ
自
体
共
通
見
解
は
定
ま
っ
て
い
な
い
。
甚
だ
し
く
は
、「
国
楽
啓
蒙
」
が
出
現
す
る
以
前
、
こ
の
問
題
が
人
に
注
目
さ
れ

る
こ
と
す
ら
少
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
空
白
は
ま
さ
し
く
創
造
の
た
め
の
空
間
を
留
め
て
い
た
。
楽
教
の
再
建
は
「
大
師
」（
訳
者
注

：

周

代
、
音
楽
を
つ
か
さ
ど
っ
た
官
の
長
）
の
発
起
に
よ
ら
ず
、
ま
た
い
か
な
る
「
専
門
家
」
が
経
典
を
指
定
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、「
国
楽
啓
蒙
」
は
、
完
全
に
一
人
の
若
い
古
典
文
化
愛
好
家
の
業
余
の
努
力
に
よ
っ
て
完
成
し
た

（
9
）『
論
語
』
述
而
第
七
に
「
子
曰
く
、
道
に
志
し
、
徳
に
も
と
づ
き
、
仁
に
よ
り
そ
っ
て
、
芸
に
遊
ぶ
（
子
曰
、
志
於
道
、
拠
於
徳
、
依
於
仁
、
遊
於
芸
）」

と
あ
る
。

（
10
） 『
論
語
』
子
罕
第
九
。

（
11
）『
孟
子
』
尽
心
上
。

（
12
）『
礼
記
』
楽
記
「
楽
は
必
ず
声
音
に
発
し
、
立
ち
居
振
る
舞
い
に
あ
ら
わ
れ
る
の
は
、
人
の
道
で
あ
る
（
楽
必
発
於
声
音
、
形
於
動
静
、
人
之
道
也
。）」

（
13
）
た
と
え
ば
、
徐
復
観
は
孔
子
の
儒
学
の
中
で
、
楽
の
地
位
は
礼
よ
り
高
い
と
見
な
し
て
い
る
。
徐
復
観
『
中
国
文
化
的
精
神
』、
三
頁
、
上
海

：

華
東

師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
。
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も
の
で
あ
る

）
14
（

。
二
〇
〇
〇
年
、
大
学
を
卒
業
し
て
二
年
も
経
た
な
い
と
き
に
、
西
安
の
あ
る
国
家
機
関
で
働
い
て
い
た
徳
音
は
、

「
児
童
中
国
文
化
導
読
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
始
め
た
。
友
人
た
ち
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
、
彼
女
は
業
余
の
時
間
を
利
用

し
て
当
地
で
い
く
つ
か
の
幼
稚
園
と
小
学
校
と
連
絡
を
と
り
、
教
師
に
児
童
の
経
典
的
な
教
育
教
材
と
資
料
を
紹
介
し
、
講
座

を
組
織
し
安
排
し
て
、
興
味
を
持
っ
た
教
師
・
保
護
者
や
こ
ど
も
に
は
無
償
で
補
導
し
た
。
あ
る
と
き
、
徳
音
は
児
童
読
経
の

首
倡
者
で
あ
る
王
財
貴
を
招
聘
し
西
安
で
の
講
義
を
依
頼
し
た
。
王
財
貴
の
建
議
の
も
と
、
音
楽
に
興
味
を
持
ち
続
け
て
い
た

徳
音
は
、
中
国
伝
統
音
楽
資
料
の
整
理
と
音
楽
教
育
の
研
究
に
着
手
し
は
じ
め
、
現
代
の
児
童
に
ふ
さ
わ
し
い
国
楽
教
材
を
整

理
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
当
時
、
中
国
の
伝
統
音
楽
は
曖
昧
に
「
民
楽
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
西
洋
音
楽
に
対
す
る
中
国
の
「
民
族
音
楽
」

と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
「
古
典
音
楽
」
と
い
う
言
葉
が
指
す
の
は
、
西
洋
の
古
典
音
楽
だ
け
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、

西
洋
古
典
音
楽
と
現
代
流
行
音
楽
の
双
方
に
圧
迫
さ
れ
な
が
ら
、
民
楽
は
音
楽
市
場
で
は
す
み
に
追
い
や
ら
れ
て
お
り
、
良
質

で
民
楽
を
十
分
紹
介
し
て
い
る
専
門
の
作
品
を
探
し
た
い
と
思
っ
て
も
、
か
な
り
困
難
で
あ
っ
た
。
ま
た
一
方
で
、
市
中
で
探

し
出
す
こ
と
の
で
き
る
民
楽
作
品
も
ま
た
、
多
く
は
こ
こ
数
年
に
西
洋
音
楽
観
念
の
下
で
編
曲
・
演
奏
さ
れ
な
お
し
た
も
の
で
、

甚
だ
し
く
は
西
洋
交
響
楽
の
模
倣
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
民
楽
が
、
徳
音
を
満
足
さ
せ
ら
れ
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
、
そ
れ
ら
は
来
源
か
ら
し
て
伝
統
的
な
ふ
さ
わ
し
さ
を
欠
乏
し
て
い
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
音
楽
的
な
味
わ
い
に
お
い

て
も
伝
統
文
化
の
エ
リ
ー
ト
が
大
い
に
好
む
と
こ
ろ
で
あ
る
高
・
古
・
静
・
淡
・
玄
・
遠
と
い
っ
た
精
神
を
体
現
し
う
る
も
の

で
は
な
か
っ
た
。「
聖
賢
文
化
」
を
十
分
代
表
す
る
「
中
国
古
典
音
楽
」
の
概
念
を
樹
立
す
る
た
め
、
徳
音
は
早
急
に
、
収
集

す
る
音
楽
素
材
の
重
点
を
古
琴
へ
と
転
向
し
た
の
で
あ
る
。

　
琴
は
、
桐
と
梓
を
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
底
板
に
七
本
の
弦
を
加
え
て
作
ら
れ
た
撥
弦
楽
器
で
あ
る
。
中
国
で
最
も
古
い
楽
器

の
一
つ
と
し
て
、
琴
の
歴
史
は
お
よ
そ
三
千
年
前
に
遡
る
こ
と
が
で
き
、
先
秦
の
文
献
の
中
で
も
琴
の
使
用
に
つ
い
て
す
で
に

大
量
の
記
載
が
あ
る
。
周
代
で
は
、
琴
は
「
士
」
と
い
う
階
層
が
必
ず
配
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
楽
器
で
あ
っ
た

）
15
（

。
そ
の
後
、
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琴
は
歴
代
文
人
雅
士
が
情
を
寄
せ
志
を
詠
ず
る
物
と
な
っ
た
。
文
化
的
エ
リ
ー
ト
た
ち
に
珍
愛
さ
れ
保
護
さ
れ
、
中
国
の
様
々

な
楽
器
の
中
で
も
、
琴
に
関
す
る
文
献
は
最
も
豊
富
で
連
続
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
唐
代
以
降
に
作
ら
れ
た
古
琴
に
つ

い
て
は
、
現
在
で
も
ま
だ
少
な
か
ら
ず
実
物
を
探
し
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
、
一
千
年
以
上
の
間
、
古
琴
は
た
だ
一
つ

の
専
用
の
記
譜
法
を
用
い
て
い
た
。
こ
の
方
法
は
音
の
高
さ
や
長
さ
を
記
録
す
る
も
の
で
は
な
く
、
漢
字
に
似
た
符
号
を
利
用

し
、
演
奏
家
の
、
琴
の
特
定
の
位
置
に
お
け
る
動
作
を
記
録
す
る
も
の
で
あ
る
。
現
存
す
る
古
琴
譜
は
な
お
百
五
十
部
を
超
え

る
。

　
こ
こ
か
ら
考
え
る
と
、
琴
は
中
国
文
化
の
連
続
性
と
独
自
性
を
十
分
に
象
徴
し
て
い
る
。
し
か
し
、
徳
音
が
琴
楽
を
中
国
古

典
音
楽
の
核
心
と
し
た
の
に
は
、
ま
だ
別
の
深
い
意
図
が
あ
っ
た
。
彼
女
に
よ
る
と
、
琴
は
中
国
文
化
に
お
け
る
「
楽
」
と
い

う
最
高
境
界
を
体
現
し
て
い
る
。『
礼
記
』
楽
記
は
「
楽
」・「
音
」・「
声
」
の
三
者
を
区
分
す
る
。

音
と
い
う
も
の
は
、
人
心
に
生
ず
る
も
の
で
あ
る
。
楽
と
い
う
も
の
は
、
万
物
の
秩
序
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た

め
、
声
を
知
り
音
を
知
ら
な
い
も
の
は
、
禽
獣
で
あ
る
。
音
を
知
り
楽
を
知
ら
な
い
も
の
は
、
衆
人
で
あ
る
。
た
だ
君
子

だ
け
が
楽
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
凡
音
者
、
生
於
人
心
者
也
。
楽
者
、
通
倫
理
者
也
。
是
故
、
知
声
而
不
知
音
者
、
禽
獣
是
也
。
知

音
而
不
知
楽
者
、
衆
庶
是
也
。
唯
君
子
為
能
知
楽
。）

　
つ
ま
り
、
声
音
は
そ
の
徳
性
に
基
づ
い
て
優
劣
が
出
う
る
も
の
で
あ
る
。「
声
」
を
発
す
る
こ
と
は
、
人
と
禽
獣
が
共
有
す

る
能
力
で
あ
る
が
、
し
か
し
た
だ
人
の
心
声
だ
け
が
「
音
」
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
、
た
だ
万
物
の
秩
序
に
通
じ
た
、
偏
り
・

（
14
）
以
下
の
徳
音
と
そ
の
楽
教
啓
蒙
活
動
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
主
に
徳
音
と
の
対
談
と
徳
音
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
資
料
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
15
）『
礼
記
』
曲
礼
下
「
士
は
理
由
な
く
し
て
琴
瑟
を
取
り
去
る
こ
と
は
な
い
（
士
無
故
不
撤
琴
瑟
。）」
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偽
り
の
な
い
君
子
の
音
だ
け
が
、
こ
れ
を
「
楽
」
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
楽
記
の
い
う
「
有
徳
の
音
を

楽
と
謂
う
（
徳
音
之
謂
楽
）
」
で
あ
る

）
16
（

。

徳
は
、
性
が
正
し
く
保
た
れ
た
も
の
で
あ
る
。
楽
は
、
徳
が
昇
華
し
た
も
の
で
あ
る
。
金
・
石
・
糸
・
竹
は
、
楽
を
奏
で

る
器
で
あ
る
。
詩
は
志
を
言
う
も
の
で
あ
り
、
歌
は
声
を
詠
ず
る
も
の
で
あ
り
、
舞
は
姿
形
を
動
か
す
も
の
で
あ
る
。
三

者
は
心
に
も
と
づ
き
、
そ
の
後
で
外
に
現
れ
出
る
楽
の
気
勢
は
こ
れ
に
従
う
。
こ
の
た
め
内
面
が
思
慮
深
く
、
外
面
の
言

動
に
も
そ
れ
が
現
れ
出
て
い
れ
ば
、
気
は
盛
ん
に
な
り
、
感
化
力
は
神
妙
で
あ
る
。
心
の
う
ち
に
穏
や
か
な
状
態
を
保

て
ば
、
外
に
は
優
れ
た
美
し
さ
が
発
揮
さ
れ
る
の
だ
か
ら
、
楽
だ
け
は
偽
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
（
徳
者
、
性
之
端
也
。
楽

者
、
徳
之
華
也
。
金
石
糸
竹
、
楽
之
器
也
。
詩
言
其
志
也
。
歌
詠
其
声
也
、
舞
動
其
容
也
。
三
者
本
於
心
、
然
後
楽
気
従
之
。
是
故
情
深
而
文

明
、
気
盛
而
化
神
。
和
順
積
中
而
英
華
発
外
、
唯
楽
不
可
以
為
偽
。）

　
そ
れ
で
は
、
琴
楽
は
ど
う
し
て
「
徳
音
」
の
最
高
境
界
を
十
分
体
現
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
？
音
楽
美
学
の
角
度
か
ら
考
え
る

と
、
琴
の
音
色
は
高
け
れ
ば
清
ら
か
で
澄
み
き
っ
て
お
り
、
低
け
れ
ば
荘
重
で
悠
遠
で
あ
り
、
高
低
が
雅
や
か
に
統
一
さ
れ

て
い
れ
ば
、「
和
」
の
要
求
に
符
合
す
る
（「
楽
は
和
を
極
め
る
（
楽
極
和

）
17
（

）」）
。
糸
質
で
あ
る
琴
弦
の
音
量
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
く
、

人
が
話
す
と
き
の
声
と
同
じ
く
ら
い
で
あ
り
、「
大
き
く
て
も
喧
し
く
な
く
、
小
さ
く
て
も
消
え
入
る
こ
と
は
な
く
（
大
而
不
嘩
、

小
而
不
滅
）
」、
有
と
無
と
が
た
が
い
に
生
ま
れ
、
ま
た
一
般
的
に
は
音
楽
を
理
解
す
る
者
た
ち
の
風
雅
な
集
い
の
時
に
だ
け
演

奏
さ
れ
る
も
の
で
、「
静
」
の
要
求
（「
楽
は
心
の
う
ち
か
ら
出
る
、
故
に
静
で
あ
る
（
楽
由
中
出
、
故
静

）
18
（

）」）
に
符
合
す
る
。
琴
は
通
常
、

独
奏
曲
で
用
い
ら
れ
、
そ
の
表
現
形
式
は
素
朴
で
あ
り
、
音
質
は
洗
練
さ
れ
て
お
り
、「
易
」
の
要
求
（「
大
楽
は
必
ず
行
い
や
す

く
素
朴
な
も
の
で
あ
る
（
大
楽
必
易

）
19
（

）」）
に
符
合
す
る
。
そ
し
て
和
・
静
・
易
と
い
う
中
国
式
の
音
楽
審
美
の
特
徴
は
、
す
べ
て
儒

家
の
「
仁
」
の
境
界
に
呼
応
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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社
会
学
の
角
度
か
ら
考
え
る
と
、
琴
と
琴
楽
は
実
際
、
儒
家
の
倫
理
観
念
と
関
連
す
る
文
化
的
情
報
を
多
く
持
っ
て
お
り
、

こ
の
た
め
人
々
に
道
徳
的
な
類
似
性
と
身
分
的
な
同
一
性
を
誘
発
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
文
献
が
示
す
と
お
り
、
孔
子
本
人
が
、

楽
と
仁
の
修
養
を
努
め
て
融
合
し
一
体
化
さ
せ
た
琴
演
奏
家
で
あ
る
。
彼
は
か
つ
て
、
宮
廷
の
楽
官
で
あ
る
師
襄
子
に
琴
を
学
び
、

文
王
が
作
っ
た
『
文
王
操
』
と
い
う
琴
曲
か
ら
文
王
の
人
と
な
り
を
体
得
し
た

）
20
（

。
孔
子
自
ら
琴
曲
を
創
作
し
た
と
い
う
説
も
あ
る
。

漢
以
降
、
琴
は
神
農
・
伏
羲
な
ど
の
聖
人
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
琴
の
形
に
つ
い
て
は
天
円
地
方
、

天
人
合
一
な
ど
の
宇
宙
論
的
解
釈
が
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
た
め
琴
は
「
聖
人
の
器
」「
八
音
の
首
」
と
見
な
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
漢
代
の
桓
譚
と
班
固
は
、「
琴
」
を
「
禁
」
と
解
釈
し
、
琴
を
演
奏
す
る
こ
と
は
一
種
の
道
徳
的
修
練
方
法
だ
と

見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（「（
君
子
は
）
心
を
正
し
く
保
つ
に
あ
た
り
、
自
ら
琴
を
弾
き
（
守
以
自
禁
）
」、
そ
し
て
「
邪
淫
を
と

ど
め
、
人
心
を
正
す
（
禁
止
淫
邪
、
正
人
心
也

）
21
（

）
」）。
ま
さ
に
こ
う
し
て
、
琴
と
琴
楽
そ
の
も
の
、
そ
し
て
琴
の
演
奏
・
琴
の
聴
取

と
い
っ
た
実
践
は
、
す
べ
て
儒
家
の
倫
理
観
念
と
道
徳
実
践
を
象
徴
す
る
重
要
な
記
号
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
二
〇
〇
三
年
、
中
国
の
古
琴
芸
術
は
ユ
ネ
ス
コ
の
「
人
類
の
口
承
及
び
無
形
遺
産
に
関
す
る
傑
作
」
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
の
後
数
年
の
間
、
古
琴
の
中
国
に
お
け
る
社
会
的
地
位
は
倍
増
し
、
琴
を
学
ぶ
人
数
は
急
増
し
た
。
し
か
し
、

二
〇
〇
〇
年
に
徳
音
が
古
琴
資
料
の
整
理
を
始
め
た
時
に
は
、
琴
道
は
、
ま
だ
誰
も
手
を
出
さ
な
い
閑
散
と
し
た
状
態
に
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
当
時
、
全
国
の
古
琴
演
奏
者
は
お
よ
そ
一
千
人
に
過
ぎ
ず
、
琴
曲
の
優
れ
た
録
音
を
探
す
の
も
困
難
を
極
め
た
。

こ
の
よ
う
な
情
況
の
中
で
、
徳
音
は
努
め
て
古
琴
の
研
究
資
料
を
探
し
も
と
め
、
龔
一
・
林
友
仁
・
姚
公
白
な
ど
の
現
代
の
著

（
16
）
こ
れ
が
国
楽
啓
蒙
の
創
立
者
「
徳
音
」
の
名
の
由
来
で
あ
る
。

（
17
）『
礼
記
』
楽
記
。

（
18
）『
礼
記
』
楽
記
。

（
19
）『
礼
記
』
楽
記
。
徐
復
観
『
中
国
文
化
的
精
神
』
第
一
章
の
、
楽
が
「
静
」
か
ら
「
仁
」
に
達
す
る
こ
と
に
関
す
る
詮
釈
を
参
照
。

（
20
）
前
漢
・
司
馬
遷
『
史
記
』
孔
子
世
家
。

（
21
）
後
漢
・
班
固
『
白
虎
通
』
礼
楽
、
及
び
後
漢
・
桓
譚
『
新
論
』
琴
道
。
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名
な
琴
家
と
連
絡
を
と
り
、
逐
一
訪
問
し
て
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
格
調
高
い
琴
曲
を
収
集
・
録
音
し
た
。
二
年
間
の
活
動
の
の

ち
、
彼
女
は
録
音
制
作
と
テ
キ
ス
ト
教
材
の
編
纂
の
一
応
の
完
成
を
み
た
。
二
〇
〇
三
年
四
月
、
彼
女
は
自
ら
の
数
年
の
貯
蓄

と
、
父
母
と
親
友
か
ら
借
り
た
部
分
資
金
を
投
入
し
、
正
式
に
西
安
徳
音
文
化
有
限
責
任
公
司
を
登
録
し
、
徳
音
文
化
教
育
セ

ン
タ
ー
を
創
立
し
た
。
二
〇
〇
四
年
一
月
、
徳
音
は
一
二
枚
の
Ｃ
Ｄ
と
、「
聴
取
指
導
の
手
引
き
」
一
冊
と
「
教
師
及
び
保
護

者
の
た
め
の
必
読
書
」
一
冊
を
含
ん
だ
著
作
『
国
楽
啓
蒙
』
を
世
に
出
し
た
。『
国
楽
啓
蒙
』
第
一
版
は
五
〇
〇
〇
部
を
発
行

し
、
二
〇
〇
七
年
に
至
る
ま
で
に
全
て
完
売
し
た
。
二
〇
〇
七
年
に
第
二
版
を
六
〇
〇
〇
部
発
行
し
、
現
在
の
市
場
の
需
要
を

鑑
み
る
と
、
お
そ
ら
く
三
年
か
ら
五
年
の
間
に
完
売
す
る
だ
ろ
う
。

　『
国
楽
啓
蒙
』
は
楽
曲
の
主
題
と
ム
ー
ド
に
も
と
づ
い
て
編
成
さ
れ
、「
聖
賢
」・「
蒼
生
」・「
四
季
」
の
三
集
に
分
か
れ
、
全

部
で
七
五
曲
で
あ
り
、
琴
曲
が
全
体
の
お
よ
そ
五
分
の
二
を
占
め
、
残
り
は
笛
・
簫
・
笙
・
箏
・
阮
・
箜
篌
・
琵
琶
・
塤
・
管

子
・
編
磬
・
二
胡
・
三
弦
な
ど
の
比
較
的
代
表
的
な
、
ま
た
古
典
的
風
格
に
ふ
さ
わ
し
い
器
楽
作
品
で
あ
る
。

　
古
琴
の
曲
目
に
つ
い
て
は
、
表
現
さ
れ
た
情
緒
が
児
童
に
は
不
適
切
だ
と
編
集
者
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
た
個
別
の
曲
目
（
例

え
ば
激
し
い
憤
り
を
表
現
し
た
『
広
陵
散
』
や
深
沈
を
過
度
に
表
現
し
た
『
幽
蘭
』
な
ど
）
を
除
け
ば
、
現
代
の
琴
家
に
演
奏
さ
れ
る
よ
う

な
重
要
な
琴
曲
は
ほ
と
ん
ど
網
羅
さ
れ
て
い
る
。

二
　
雅
楽
感
人

―
児
童
国
楽
啓
蒙
教
育
の
展
開

　
児
童
経
典
朗
読
活
動
の
影
響
を
受
け
、
こ
の
『
国
楽
啓
蒙
』
も
当
初
は
幼
児
と
小
学
生
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

の
教
育
理
念
と
作
品
販
売
も
、
主
に
武
漢
の
「
大
方
文
教
児
童
中
西
文
化
導
読
教
育
セ
ン
タ
ー
」
と
、
ア
モ
イ
の
「
紹
南
文
化

読
経
教
育
推
進
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
幼
児
読
経
活
動
に
参
与
し
て
い
る
民
間
組
織
の
力
を
借
り
て
推
進
し
て
い
っ
た
。
二
〇
〇
三

年
、
武
漢
の
「
大
方
」
が
挙
行
し
た
児
童
読
経
経
験
交
流
会
に
お
い
て
、
徳
音
は
初
め
て
招
待
を
受
け
彼
女
の
「
人
格
養
成
を
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中
心
と
し
、
詩
・
書
・
礼
と
統
一
す
る
」「
国
楽
啓
蒙
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
「
立
体
的
な
」
国
学
啓
蒙
教
育
理
念
を
公
に
紹
介

し
た
。
彼
女
の
講
演
は
熱
烈
な
反
響
を
呼
び
、
閉
会
後
、
数
多
く
の
各
地
の
民
間
推
進
者
か
ら
自
主
的
な
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ

た
。
二
〇
〇
四
年
四
月
、
音
楽
界
の
先
輩
た
ち
の
呼
び
か
け
の
も
と
で
、
徳
音
は
中
国
音
楽
学
院
に
お
い
て
「
中
華
楽
教
の
再

建
、
文
化
精
神
の
復
興
」
と
い
う
専
門
家
に
よ
る
討
論
会
を
組
織
し
召
集
し
た
。
会
議
に
出
席
し
た
者
は
、
中
央
音
楽
学
院
・

中
国
音
楽
学
院
・
中
国
芸
術
研
究
院
音
楽
研
究
所
・
北
京
大
学
な
ど
の
機
構
の
学
者
や
専
門
家
三
十
名
強
を
含
ん
で
い
た
。
北

京
大
学
芸
術
系
・
一
耽
学
堂
・
北
大
琴
社
・
北
大
禅
学
社
・
中
国
音
楽
学
院
な
ど
の
一
部
の
学
生
や
、『
音
楽
周
報
』・
中
央
電

視
台
音
楽
チ
ャ
ン
ネ
ル
・『
音
楽
研
究
』・『
小
演
奏
家
』
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
の
記
者
も
検
討
会
に
出
席
し
た
。
会
議
に
参
加
し

た
者
は
「
国
楽
啓
蒙
」
に
高
い
評
価
を
与
え
、
講
演
中
に
感
極
ま
り
突
然
涙
を
流
す
専
門
家
も
あ
っ
た
。
彼
ら
に
よ
る
と
、
中

国
の
音
楽
教
育
は
文
化
的
な
身
分
を
失
っ
た
だ
け
で
な
く
、
目
前
の
功
利
を
求
め
る
の
に
急
ぎ
、
西
楽
を
重
ん
じ
国
楽
を
軽
ん

じ
、
技
巧
を
重
ん
じ
文
化
を
軽
ん
ず
る
と
い
う
二
大
弊
害
が
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
徳
音
の
国
楽
啓
蒙
は
直
接
「
道
」
の
立

場
か
ら
切
り
こ
み
、
音
楽
教
育
界
が
因
襲
し
て
い
る
分
類
方
法
と
教
学
方
式
を
打
破
し
、
伝
統
文
化
精
神
へ
の
回
帰
を
通
じ
て
、

音
楽
教
育
を
再
び
根
本
へ
と
立
ち
戻
ら
せ
た
。

　
確
か
に
、
国
楽
啓
蒙
が
提
出
し
た
楽
教
は
音
楽
技
巧
の
教
授
で
は
な
く
、
あ
る
種
日
常
的
な
芸
術
的
熏
陶
で
あ
っ
た
。
楽
教

を
受
け
る
児
童
は
必
ず
し
も
演
奏
技
術
を
学
習
す
る
必
要
が
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
聴
取
自
体
に
も
特
殊
な
技
巧
が
求
め
ら
れ

る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
教
学
法
の
理
論
の
前
提
は
、
楽
が
君
子
の
心
声
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
の
で
、
た
だ
聴
く
中
で

体
得
す
れ
ば
、
善
と
美
に
対
す
る
心
の
共
鳴
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
古
語
で
言
え
ば
、「
楽
は
性
情
に
も

と
づ
き
、
皮
膚
に
染
み
渡
り
骨
髄
に
染
み
込
む
（
楽
本
性
情
、
浹
肌
膚
而
臧
骨
髄

）
22
（

）
」
の
で
あ
り
、
そ
う
す
る
と
自
然
に
、「
雅
頌
の

声
が
人
を
動
か
し
正
気
が
こ
れ
に
応
ず
る
（
雅
頌
之
声
動
人
而
正
気
応
之
）
」
こ
と
が
実
現
で
き
る

）
23
（

。
こ
の
「
い
つ
も
耳
に
し
目
に

（
22
）
後
漢
・
班
固
『
漢
書
』
礼
楽
志
。

（
23
）
前
漢
・
劉
向
『
説
苑
』
修
文
。
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し
て
い
る
の
で
、
性
質
が
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
変
わ
っ
て
ゆ
く
（
耳
濡
目
染
、
潜
移
黙
化
、
不
知
不
覚
）
」
と
い
う
方
法
に
よ

る
「
性
情
を
陶
冶
し
、
人
格
を
培
養
し
、
智
慧
を
教
え
導
く
（
陶
冶
性
情
、
培
養
人
格
、
啓
迪
智
慧
）
」
過
程
を
、「
雅
楽
が
人
を
感

ぜ
し
め
、
人
の
性
は
適
切
な
状
態
に
戻
る
（
雅
楽
之
感
人
也
、
性
返
於
正
）
」
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る

）
24
（

。

　「
物
を
潤
し
て
声
無
し
（
潤
物
無
声
）
」
の
教
育
原
則
を
体
現
す
る
た
め
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
通
じ
て
雰
囲
気
を
創
造
す
る
こ
と
は

楽
教
の
一
つ
の
基
本
方
法
と
な
っ
た
。
徳
音
は
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
つ
い
て
ひ
と
つ
の
方
法
を
建
議
し
た

）
25
（

。
た
と
え
ば
『
春
暁
吟
』・『
出

水
蓮
』・『
漁
歌
』
な
ど
の
風
格
は
明
朗
愉
快
で
あ
り
、
早
朝
の
目
覚
め
の
音
楽
、
ま
た
遊
戯
や
授
業
の
合
間
な
ど
の
日
中
の
活

動
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
と
し
て
適
切
で
あ
る
。
ま
た
、『
秋
宵
歩
月
』・『
流
水
』
な
ど
は
穏
や
か
な
環
境
に
適
合
し
て
お
り
、
休
憩
時
間

の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
あ
る
い
は
眠
り
を
促
す
音
楽
と
し
て
適
切
で
あ
る
。
高
踏
で
剛
健
な
『
神
人
暢
』
や
、
大
気
が
充
満
し
た
『
瀟
湘
水

雲
』、
物
寂
し
く
ひ
っ
そ
り
と
し
た
『
関
山
月
』
な
ど
は
Ｂ
Ｇ
Ｍ
と
し
て
は
適
切
で
な
く
、
鑑
賞
専
門
曲
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　
鑑
賞
専
門
ク
ラ
ス
の
設
計
思
想
は
主
に
「
詩
書
礼
と
の
統
一
」
の
原
則
を
体
現
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
統
一

と
古
代
貴
族
政
治
の
礼
楽
の
一
体
と
は
実
際
の
関
連
は
な
く
、
音
楽
の
力
を
借
り
、
児
童
に
美
術
・
文
学
・
舞
蹈
な
ど
総
合
的

な
芸
術
啓
蒙
教
育
を
提
供
し
、
児
童
の
伝
統
文
化
に
対
す
る
親
和
感
と
理
解
力
を
培
養
す
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
伝
奇
的

な
色
彩
を
持
っ
た
儒
家
の
古
曲
『
文
王
操
』
の
鑑
賞
ク
ラ
ス
の
授
業
例

）
26
（

で
は
、『
国
楽
啓
蒙
』
の
編
者
は
学
生
に
、
聞
い
た
音

楽
に
基
づ
い
て
孔
子
や
文
王
の
図
像
を
識
別
さ
せ
、
ま
た
同
時
に
『
詩
経
』
の
文
王
に
関
連
す
る
篇
章
を
朗
読
す
る
よ
う
す
す

め
て
い
る
。

　『
国
楽
啓
蒙
』
の
教
材
は
、
た
だ
鑑
賞
専
門
ク
ラ
ス
の
授
業
例
を
提
供
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
児
童
に
対
し
て
「
多
く
講
義

す
る
必
要
は
な
く
」、
音
楽
と
関
連
す
る
歴
史
的
知
識
に
つ
い
て
強
制
的
に
要
求
し
な
い
こ
と
を
始
終
強
調
す
る
。
こ
の
よ
う

な
楽
教
の
理
念
で
は
、
一
方
で
は
、
大
胆
に
も
最
も
古
雅
で
深
遠
な
音
楽
を
子
供
た
ち
に
聞
か
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
必

ず
し
も
子
供
た
ち
が
聞
い
て
理
解
で
き
な
い
こ
と
を
心
配
す
る
必
要
は
な
い
。
ま
た
一
方
で
は
、
無
為
放
任
と
意
識
的
指
導
の

間
に
あ
る
バ
ラ
ン
ス
を
把
握
し
、
自
由
な
音
楽
鑑
賞
と
文
化
に
対
す
る
知
識
の
漸
進
的
な
理
解
を
融
合
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
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な
い
。
こ
の
よ
う
な
理
念
を
推
進
す
る
た
め
に
、
二
〇
〇
四
年
以
来
、
徳
音
は
西
安
・
北
京
・
上
海
・
武
漢
及
び
浙
江
・
内
蒙

古
な
ど
の
幼
稚
園
と
小
学
校
で
何
度
も
講
演
と
養
成
ク
ラ
ス
を
挙
行
し
、
楽
教
に
参
与
す
る
教
師
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
保
護

者
を
育
成
し
た
。
二
〇
〇
六
年
八
月
の
夏
休
み
に
、
徳
音
文
化
教
育
セ
ン
タ
ー
は
さ
ら
に
中
国
人
民
大
学
孔
子
研
究
院
と
協

力
し
、
北
京
で
四
日
に
わ
た
り
「
楽
教
と
国
学
啓
蒙
教
育
の
中
核
教
師
及
び
中
心
推
進
員
の
た
め
の
上
級
研
修
ク
ラ
ス
」
を
挙

行
し
、
哲
学
・
歴
史
・
音
楽
・
舞
蹈
・
中
医
な
ど
の
方
面
の
専
門
家
を
招
聘
し
て
、
研
修
に
参
加
し
た
学
生
た
ち
を
養
成
し
た
。

二
〇
〇
七
年
七
月
、
徳
音
と
孔
子
研
究
院
は
第
二
回
の
研
修
ク
ラ
ス
を
挙
行
し
、
前
後
二
回
延
べ
二
〇
〇
人
が
参
加
し
た
。
現

在
で
は
、
全
国
数
十
箇
所
の
幼
稚
園
と
小
学
校
が
、
徳
音
の
『
国
楽
啓
蒙
』
を
教
材
と
し
た
児
童
に
対
す
る
楽
教
の
実
践
を
展

開
し
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
に
、
徳
音
は
そ
の
「
楽
教
と
国
学
啓
蒙
教
育
」
を
「
全
国
教
育
科
学
企
画
指
導
グ
ル
ー
プ
事
務
局
」
が
管
理
す
る

全
国
教
育
科
学
「
十
五
」
企
画
（
二
〇
〇
一
―
二
〇
〇
五
）
の
課
題
に
組
み
入
れ
、
こ
れ
を
「
民
族
文
化
伝
承
と
学
校
芸
術
教
育

研
究
」
課
題
の
下
の
一
つ
の
課
題
と
し
た
。
こ
の
課
題
へ
の
参
加
に
よ
っ
て
国
か
ら
の
経
費
支
援
を
得
た
わ
け
で
は
な
い
。
し

か
し
参
加
自
体
が
象
徴
し
て
い
る
の
は
、「
楽
教
と
国
学
啓
蒙
教
育
」
が
国
の
認
可
を
得
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
行
政
権
力

に
よ
っ
て
合
法
化
さ
れ
た
こ
と
で
、
教
師
は
さ
ら
に
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
前
後
し
て
十
数
箇
所
の
幼
稚
園

と
学
校
が
課
題
に
参
加
し
た
の
で
あ
る

）
27
（

、
二
〇
〇
七
年
ま
で
に
、
そ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
一
年
か
ら
三
年
の
国
楽
啓
蒙
教
育
を
連

続
的
に
展
開
し
た
。
徳
音
は
こ
れ
ら
の
幼
稚
園
と
学
校
に
、
主
に
『
国
楽
啓
蒙
』
の
教
材
に
依
拠
し
て
「
聴
覚
環
境
・
視
覚
環

境
・
人
心
環
境
」
を
含
ん
だ
「
校
内
に
お
け
る
総
合
的
な
国
学
気
風
の
創
建
」
を
進
め
、
ま
た
責
任
者
を
設
け
て
環
境
音
楽
の

（
24
）
清
・
周
魯
封
（
拠
徐
琪
伝
譜
）
編
『
五
知
斎
琴
譜
』
上
古
琴
論
。

（
25
）
徳
音
『
走
進
徳
音
雅
楽

―
「
国
楽
啓
蒙
」
教
師
家
長
必
読
』、
西
安

：

西
安
徳
音
文
化
有
限
責
任
公
司
、
一
一
―
一
三
頁
、
二
〇
〇
四
年
を
参
照
。

（
26
）
徳
音
『
走
進
徳
音
雅
楽

―
「
国
楽
啓
蒙
」
教
師
家
長
必
読
』、
二
九
―
三
二
頁
。

（
27
）
主
要
な
も
の
を
あ
げ
れ
ば
、
寧
波
翠
柏
幼
稚
園
、
寧
波
東
方
幼
稚
園
、
錫
林
浩
特
油
田
学
校
、
陝
西
省
委
機
関
幼
稚
園
、
西
安
西
北
工
業
大
学
幼
稚
園
、

北
京
中
国
人
民
大
学
幼
稚
園
、
北
京
農
業
科
学
院
幼
稚
園
、
北
京
大
成
幼
稚
園
、
上
海
愚
五
幼
稚
園
、
上
海
宝
山
区
永
清
二
村
幼
稚
園
な
ど
が
あ
る
。
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放
送
日
誌
を
記
録
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
。
徳
音
は
、
こ
れ
ら
の
学
校
の
教
師
の
た
め
に
、
国
学
と
国
楽
の
基
本
的
養
成
を
提

供
す
る
こ
と
に
責
任
を
負
っ
た
。
基
本
的
養
成
に
は
、
国
学
経
典
の
解
読
・
即
興
吟
誦
・
即
興
楽
舞
・
チ
ー
ム
ス
ピ
リ
ッ
ト
・

総
合
楽
感
な
ど
の
体
験
型
の
訓
練
も
含
ま
れ
て
い
る
。
養
成
項
目
は
み
な
、
融
通
の
き
く
多
様
な
原
則
を
堅
持
し
て
お
り
、
各

校
が
具
体
的
な
情
況
に
即
し
て
、
各
年
代
の
児
童
の
様
々
な
特
徴
と
結
び
つ
け
な
が
ら
各
自
の
楽
教
方
案
を
確
定
し
、
そ
の

後
経
験
を
総
括
し
、
成
果
を
記
録
す
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
音
楽
教
育
の
目
標
は
児
童
の
「
感
情
と
意
志
の
自
然
な
成

長
」
を
守
り
育
て
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
教
学
内
容
は
終
始
簡
単
な
鑑
賞
に
よ
っ
て
行
う
。
す
な
わ
ち
、
聴
取
を
主
と

し
、
児
童
に
復
雑
な
要
求
を
せ
ず
、
ま
た
教
師
が
口
頭
或
い
は
文
字
で
児
童
に
「
よ
り
深
ま
っ
た
」
音
楽
理
解
を
指
導
す
る
こ

と
は
奨
励
し
な
い
。
こ
の
ほ
か
に
、
楽
教
は
ま
た
児
童
の
「
総
合
国
学
素
質
教
育
」
と
結
合
し
、
具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
聴

音
作
画
、
音
楽
に
合
わ
せ
た
朗
読
、
即
興
舞
蹈
、
国
楽
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
の
も
と
で
切
り
紙
細
工
や
甲
骨
文
を
学
ぶ
こ
と
な
ど
を
含
む
。

二
〇
〇
七
年
に
、
こ
の
課
題
は
終
結
し
て
い
る
。

三
　
広
博
易
良

︱
楽
教
が
大
学
に
進
入
す
る

　『
国
楽
啓
蒙
』
は
制
作
・
編
纂
過
程
で
、
伝
統
文
化
に
熱
心
な
多
く
の
大
学
教
師
に
接
触
し
た
た
め
、
徳
音
は
彼
ら
の
援
助

の
も
と
、
し
だ
い
に
楽
教
啓
蒙
活
動
を
幼
稚
園
と
小
学
校
か
ら
大
学
に
拡
大
し
た
。
二
〇
〇
四
年
春
、
徳
音
は
西
安
音
楽
学
院

の
羅
芸
峰
教
授
の
招
聘
を
受
け
、
彼
の
学
生
の
た
め
に
講
座
を
行
っ
た
。
題
し
て
「
点
亮
・
喚
醒
・
新
生̶̶

楽
教
の
現
代
に
お

け
る
復
興
の
探
索
と
実
践
」
で
あ
る
。「
点
亮
」
と
は
、
徳
音
雅
楽
の
熏
陶
を
通
じ
て
「
個
体
生
命
の
境
地
を
引
き
あ
げ
る
」

こ
と
を
指
す
。「
喚
醒
」
と
は
生
命
に
対
す
る
理
解
に
よ
っ
て
、「
生
存
を
生
活
に
変
え
、
些
細
な
事
を
和
諧
と
化
し
」、
さ
ら

に
「
群
体
精
神
と
文
明
的
自
覚
に
影
響
を
与
え
」
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
指
す
。「
新
生
」
は
こ
の
よ
う
な
自
覚
を

持
っ
た
人
が
己
と
和
し
、
群
と
和
し
、
天
地
と
和
す
る
新
し
い
境
地
を
指
す
。
こ
の
講
座
の
中
で
、
徳
音
は
楽
教
復
興
の
背
景
、
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即
ち
中
国
文
化
の
「
断
層
」
と
「
再
整
備
」
を
紹
介
し
た
。
彼
女
が
強
調
す
る
の
は
、
国
楽
啓
蒙
の
目
的
は
、
職
業
音
楽
家
を

培
養
す
る
こ
と
で
も
、
単
純
な
音
楽
教
育
で
も
な
く
、
そ
の
主
旨
は
徳
・
智
・
体
・
美
育
を
再
融
合
さ
せ
一
体
と
し
た
「
立
体

的
」
国
学
教
育
実
験
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
楽
教
は
そ
の
他
の
教
育
内
容
と
結
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
詩
の
教
育
・
古
文
経

典
の
朗
読
・
誠
敬
養
成
と
礼
儀
規
範
・
演
劇
・
映
画
と
テ
レ
ビ
・
美
術
な
ど
の
視
聴
芸
術
・
ヨ
ガ
と
太
極
拳
・
医
術
養
生
と
環

境
保
護
教
育
・
趣
味
的
な
数
学
遊
戯
と
思
維
方
法
の
訓
練
・
自
然
科
学
知
識
と
科
学
探
索
精
神
の
養
成
な
ど
を
含
み
、
そ
れ
に

よ
っ
て
「
完
全
に
抜
き
ん
出
た
人
格
を
持
つ
人
を
養
成
す
る
」
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
徳
音
が
初
め
て
大
学
で
開
い
た
講
座
で
あ

り
、
こ
の
講
座
は
、
そ
の
後
の
国
楽
啓
蒙
の
導
論
的
な
講
座
の
基
本
的
な
枠
組
み
と
内
容
を
確
立
し
た
。

　
こ
の
講
座
が
終
了
し
た
後
、
西
安
音
楽
学
院
で
は
そ
の
場
で
百
名
近
い
学
生
の
応
募
が
あ
り
、
彼
ら
は
楽
教
の
伝
播
に
参
与

し
、
幼
稚
園
の
先
生
に
音
楽
教
育
を
補
導
し
た
い
意
を
表
明
し
た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
ま
で
に
、
徳
音

は
、
今
度
は
西
北
工
業
大
学
の
「
国
学
啓
蒙
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
奉
仕
隊
」
を
養
成
す
る
活
動
に
加
わ
る
中
で
、
定
期
的
に
学
生
に

『
大
学
』・『
論
語
』・『
中
庸
』
を
講
義
し
た
。
夏
休
み
中
は
、
こ
れ
ら
の
若
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
「
大
学
生
夏
期
社
会
実

践
」
の
名
の
も
と
に
、
郷
村
へ
行
き
伝
統
的
蒙
学
教
育
を
推
進
し
、
国
学
資
料
を
散
布
し
た
。

　
二
〇
〇
五
年
か
ら
開
始
し
て
、
国
学
教
育
を
支
持
す
る
大
学
教
師
と
社
会
的
に
著
名
な
人
士
と
の
熱
心
な
つ
な
が
り
の
も

と
で
、
徳
音
の
楽
教
は
次
第
に
西
安
以
外
の
大
学
、
た
と
え
ば
中
国
伝
媒
大
学
、
北
京
中
医
薬
大
学
な
ど
に
も
拡
大
し
た
。

二
〇
〇
六
年
一
〇
月
、
徳
音
は
北
京
で
「
国
楽
大
家
高
校
行
」
活
動
を
発
動
し
た
。
彼
女
は
上
海
・
広
東
な
ど
か
ら
古
琴
な
ど

の
方
面
で
著
名
な
芸
術
家
を
招
聘
し
、
中
国
人
民
大
学
・
中
国
伝
媒
大
学
・
西
北
工
業
大
学
・
西
北
大
学
・
西
安
音
楽
学
院
・

西
安
財
経
学
院
・
陜
西
師
範
大
学
に
て
相
次
い
で
国
楽
講
座
を
挙
行
し
た
。
二
〇
〇
七
年
に
は
、「
国
楽
大
家
高
校
行
」
は
中

国
人
民
大
学
・
北
京
清
華
大
学
と
上
海
財
経
大
学
に
進
入
し
た
。

　
二
〇
〇
二
年
一
一
月
、
中
国
人
民
大
学
は
孔
子
研
究
院
を
設
立
し
た
。
二
〇
〇
四
年
よ
り
、
孔
子
研
究
院
は
、
孔
子
の
誕
生

し
た
西
暦
九
月
二
八
日
前
後
に
毎
年
、
中
国
伝
統
文
化
の
推
進
と
普
及
を
主
旨
と
す
る
「
孔
子
文
化
月
」
を
挙
行
し
て
い
る
。
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二
〇
〇
六
年
は
、
徳
音
が
組
織
し
た
「
国
楽
大
家
高
校
行
」
も
「
孔
子
文
化
月
」
の
活
動
の
一
環
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
七
年
九

月
二
八
日
か
ら
一
〇
月
二
八
日
の
期
間
に
行
わ
れ
た
第
四
回
孔
子
文
化
月
は
、「
楽
教
」
を
中
心
と
し
、
そ
の
主
題
は
「
弘
揚

楽
教
、
広
博
易
良

）
28
（

」
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
、
全
部
で
八
つ
講
座
の
う
ち
、
六
つ
を
徳
音
文
化
セ
ン
タ
ー
の
招
聘
し
た
著
名
な

音
楽
学
者
と
音
楽
家
、
及
び
徳
音
本
人
が
担
当
し
た
。
ま
た
文
化
月
の
最
後
に
は
、
徳
音
は
国
楽
音
楽
会
を
企
画
し
、
一
〇
月

二
八
日
の
閉
幕
式
で
最
後
か
ら
二
番
目
の
出
し
物
と
し
た
。
二
〇
〇
七
年
の
末
に
、
徳
音
文
化
教
育
セ
ン
タ
ー
と
孔
子
研
究
院

は
長
期
の
提
携
協
議
に
署
名
し
、
そ
の
中
に
は
共
同
で
毎
年
の
「
孔
子
文
化
月
」
を
請
負
い
、
連
合
し
て
夏
期
の
国
学
教
師
育

成
を
続
け
る
こ
と
を
含
ん
で
い
る
。

　
二
〇
〇
四
年
、
西
北
工
業
大
学
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
期
間
中
に
、
徳
音
は
「
大
学
生
国
学
ク
ラ
ス
課
程
計
画
」
を

提
出
し
、
大
学
生
の
た
め
に
楽
教
・
儒
学
・
道
学
と
中
医
知
識
を
含
ん
だ
一
つ
の
学
習
方
案
を
設
計
し
た
。
こ
れ
ら
の
知
識
を

完
全
に
備
え
た
教
師
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
方
案
は
完
全
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
す
ぐ
に
、
彼
女
は

ま
た
「
大
学
生
修
身
提
議
と
国
学
学
習
計
画
」
を
提
出
し
、
そ
の
主
旨
は
各
大
学
が
学
生
国
学
学
習
団
体
を
設
立
す
る
の
を
激

励
し
助
け
、
学
校
が
国
学
名
家
講
座
を
挙
行
し
、
学
生
の
た
め
に
国
学
資
料
を
提
供
す
る
こ
と
を
助
け
る
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
活
動
は
通
常
す
べ
て
各
校
の
「
社
会
実
践
」・「
人
文
素
質
教
育
」
な
ど
の
項
目
に
入
っ
て
進
行
さ
れ
る
も
の
で
、
学
校

が
費
用
を
引
き
受
け
、
徳
音
は
た
だ
非
公
式
の
協
力
と
支
持
を
提
供
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
八
年
か
ら
、
徳

音
と
大
学
の
こ
の
よ
う
な
提
携
は
さ
ら
に
制
度
化
さ
れ
た
。
現
在
、
徳
音
は
す
で
に
中
華
慈
善
総
会
と
の
提
携
協
議
に
署
名

を
し
て
い
る
。
徳
音
は
新
し
い
国
学
教
育
機
構
を
設
立
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
中
華
慈
善
総
会
の
「
国
学
啓
蒙
教
育
工
程
セ
ン

タ
ー
」
と
し
て
運
営
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
将
来
的
に
そ
の
機
構
は
社
会
事
業
専
門
の
寄
付
を
利
用
し
て
、
国
学
教
育
を
試
行

す
る
意
向
の
あ
る
学
校
の
活
動
を
援
助
す
る
。
現
在
、
す
で
に
数
十
の
大
学
が
徳
音
と
一
応
の
提
携
関
係
を
確
立
し
た
。
徳
音

は
各
地
の
師
範
大
学
と
一
流
大
学
を
重
点
と
し
、
五
年
ほ
ど
の
間
に
努
力
し
て
、
少
な
く
と
も
百
ヶ
所
の
大
学
機
関
に
お
い
て

大
学
生
の
修
身
と
国
学
学
習
計
画
を
根
付
か
せ
、「
大
学
生
の
国
学
自
修
気
風
と
基
礎
を
う
ち
た
て
る
」
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
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討
論
　
成
於
楽
？

　
徳
音
は
、
彼
女
の
推
進
す
る
こ
の
よ
う
な
「
楽
教
に
よ
っ
て
先
導
す
る
」
総
合
国
学
教
育
を
、「
現
代
国
学
啓
蒙
」
と
称
し

た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
彼
女
が
指
摘
し
た
の
は
、
彼
女
の
言
う
「
現
代
」
は
様
々
な
意
味
を
含
む
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
、
国
学
は
過
去
に
お
い
て
は
も
ち
ろ
ん
効
果
的
な
伝
統
で
あ
り
、
啓
蒙
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
が
、
現
在
に
お
い
て
断
層

の
危
機
が
出
現
し
て
い
る
た
め
、「
本
源
に
立
ち
戻
り
、
前
を
受
け
つ
ぎ
後
を
啓
発
す
る
」
必
要
が
あ
る
。
第
二
に
、
過
去
の

国
学
、
と
り
わ
け
楽
教
は
、
か
な
り
の
程
度
貴
族
の
た
め
の
教
育
で
あ
っ
た
が
、
今
日
の
楽
教
は
大
衆
に
普
及
す
る
教
育
で

あ
る
。
第
三
に
、
人
間
の
心
性
は
、
農
耕
時
代
と
商
工
時
代
と
で
は
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
こ
の
た
め
、
国
学
教
育
の
内
容

と
方
法
は
、
現
代
人
の
心
性
を
対
象
と
し
て
設
計
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
四
に
、
国
学
教
育
は
永
久
に
変
化
に
対
応
し
、

た
だ
成
文
化
さ
れ
た
規
則
を
墨
守
し
な
い
と
い
う
ば
か
り
で
は
な
く
、
未
来
を
導
く
も
の
で
あ
る
。
徳
音
の
国
学
に
対
す
る
こ

の
よ
う
な
反
省
と
定
義
は
、
児
童
読
経
な
ど
、
そ
の
他
の
伝
統
文
化
復
興
活
動
が
提
倡
す
る
観
念
と
共
通
点
を
多
く
持
つ
一
方

で
、
き
わ
め
て
柔
軟
で
開
放
的
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
筆
者
の
見
る
と
こ
ろ
、
儒
家
と
中
国
伝
統
文
化
の

近
代
性
の
問
題
の
実
質
に
触
れ
、
ま
た
徳
音
楽
教
の
特
色
と
し
て
突
出
し
て
現
れ
で
て
い
る
の
は
、
徳
音
が
、「
楽
」
と
い
う

（
28
）「
広
博
易
良
」
と
い
う
言
葉
は
『
礼
記
』
経
解
か
ら
来
て
い
る
。「
孔
子
曰
く
、
そ
の
国
に
入
り
風
俗
を
見
れ
ば
、
そ
の
国
で
い
か
な
る
教
え
が
行
わ
れ

て
い
る
の
か
が
わ
か
る
。
そ
の
人
と
な
り
が
、
顔
つ
き
が
穏
や
か
で
柔
和
な
性
質
で
あ
れ
ば
、
詩
の
教
え
で
あ
り
、
古
の
君
主
の
言
動
の
大
綱
を
よ
く
理

解
し
て
い
れ
ば
、
書
の
教
え
で
あ
り
、
隅
々
ま
で
和
み
通
じ
あ
い
人
を
十
分
に
教
化
さ
せ
て
い
れ
ば
、
楽
の
教
え
で
あ
り
、
邪
淫
を
為
さ
ず
言
動
が
み
な

理
を
極
め
性
を
尽
く
し
て
い
れ
ば
、
易
の
教
え
で
あ
り
、
つ
つ
し
み
敬
い
質
素
で
あ
れ
ば
、
礼
の
教
え
で
あ
り
、
古
の
諸
侯
の
朝
聘
・
会
同
を
論
じ
彼
ら

に
対
す
る
褒
貶
を
理
解
し
て
い
れ
ば
、
春
秋
の
教
え
で
あ
る
。
故
に
、
こ
れ
ら
の
教
え
を
適
切
に
節
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
詩
は
愚
鈍
さ
を

導
き
、
書
は
誣
言
を
導
き
、
楽
は
奢
侈
を
導
き
、
易
は
賊
害
を
導
き
、
礼
は
煩
苛
を
導
き
、
春
秋
は
乱
を
導
く
（
孔
子
曰
、
入
其
国
、
其
教
可
知
也
。
其

為
人
也
、
温
柔
敦
厚
、
詩
教
也
。
疏
通
知
遠
、
書
教
也
。
広
博
易
良
、
楽
教
也
。
潔
静
精
微
、
易
教
也
。
恭
倹
荘
敬
、
礼
教
也
。
属
辞
比
事
、
春
秋
教
也
。

故
詩
之
失
愚
、
書
之
失
誣
、
楽
之
失
奢
、
易
之
失
賊
、
礼
之
失
煩
、
春
秋
之
失
乱
。）」
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「
虚
」
芸
か
ら
、
ま
っ
す
ぐ
に
人
心
を
目
指
し
て
出
発
し
た
教
育
観
念
で
あ
る
。
徳
音
自
身
の
話
で
述
べ
る
な
ら
ば
、「
教
育
は

実
に
よ
っ
て
人
に
授
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
」。

　
こ
れ
ま
で
に
述
べ
た
こ
と
を
社
会
学
的
視
点
か
ら
考
え
る
と
、
儒
家
は
現
代
社
会
に
お
い
て
適
切
な
位
置
を
再
び
探
さ
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
い
か
に
し
て
「
分
」
と
「
合
」
の
緊
張
を
処
理
す
る
か
が
、
儒
家
の
直
面
す
る
最
大
の
挑
戦
で
あ
る
。
近
代
社

会
は
ひ
と
つ
の
分
化
し
た
社
会
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
分
化
は
、
労
働
分
業
に
よ
っ
て
導
か
れ
た
制
度
的
な
分
化
を
既
に
包
括

し
て
お
り
、
ま
た
世
俗
化
に
よ
っ
て
造
成
さ
れ
た
価
値
的
な
分
化
も
包
括
し
て
い
る
。
こ
の
二
重
の
分
化
は
、
西
洋
近
代
の
特

定
の
経
済
的
・
文
化
的
な
歴
史
文
脈
に
起
源
を
持
つ
が
、
そ
れ
ら
は
す
で
に
普
遍
的
に
制
約
力
を
持
っ
た
も
の
と
な
り
、
近

代
性
の
核
心
的
な
要
求
、
つ
ま
り
「
効
率
」
と
「
自
由
」
に
内
在
し
て
い
る
。
制
度
的
な
儒
家
の
二
〇
世
紀
に
お
け
る
解
体
は
、

あ
る
程
度
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
近
代
性
が
拡
張
し
た
必
然
的
結
果
で
あ
り
、
ま
た
中
国
が
近
代
国
家
と
な
っ
た
代
価
で
も
あ

る
。
分
化
が
す
で
に
我
々
の
直
面
す
る
現
実
と
な
っ
た
た
め
に
、
甚
だ
し
く
は
す
で
に
我
々
が
社
会
現
象
を
思
考
す
る
上
で
の

前
提
条
件
と
な
っ
た
た
め
に
、
儒
家
の
身
分
は
明
ら
か
に
曖
昧
不
明
（
儒
家
？
　
儒
教
？
　
儒
学
？
）
な
も
の
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、

歴
史
上
の
儒
家
と
い
う
も
の
を
、
近
代
の
分
化
と
い
う
観
点
に
基
づ
い
た
分
類
の
範
疇
に
適
切
に
組
み
込
ん
で
理
解
す
る
術
が

な
い
た
め
で
あ
る
。
同
様
に
、
今
日
の
儒
家
の
、
政
治
‐
宗
教
‐
学
術
／
教
育
の
三
つ
が
一
体
と
な
っ
た
、
あ
る
い
は
二
つ
が

一
体
と
な
っ
た
モ
デ
ル
を
打
ち
た
て
よ
う
と
す
る
、
い
か
な
る
努
力
も
、
近
代
主
義
の
立
場
を
と
る
イ
ン
テ
リ
の
警
戒
と
批
判

を
必
然
的
に
引
き
起
こ
す
。
例
え
ば
、
儒
教
自
体
が
問
題
な
の
で
は
な
く
、
儒
教
が
政
治
に
介
入
し
国
教
と
な
る
こ
と
が
問
題

だ
と
い
う
批
判
や
、
国
学
は
継
承
す
る
に
値
す
る
が
、
国
学
が
一
旦
神
聖
性
を
具
有
す
る
規
範
的
知
識
と
し
て
定
義
さ
れ
れ
ば

蒙
昧
主
義
で
あ
る
、
な
ど
と
い
っ
た
批
判
で
あ
る
。
も
し
当
時
科
挙
を
廃
止
し
、
実
学
を
興
す
こ
と
が
「
効
率
」
を
高
め
る
た

め
だ
と
い
う
の
な
ら
、
今
日
、
政
治
・
宗
教
・
学
術
・
教
育
な
ど
の
制
度
、
及
び
関
連
す
る
価
値
の
間
の
儒
家
の
「
越
界
」
に

反
対
す
る
の
は
、「
自
由
」
を
保
守
す
る
た
め
だ
と
言
え
る
。

　
し
か
し
、
近
代
性
は
み
な
矛
盾
し
た
方
式
で
自
ら
を
展
開
す
る
も
の
で
あ
る
。
効
率
と
自
由
自
体
が
内
在
的
な
衝
突
を
具
有
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し
て
い
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
制
度
と
価
値
の
分
化
も
、
ま
た
現
代
人
の
道
徳
構
築
を
、
ば
ら
ば
ら
に
し
て
皮
相
化
さ
せ
る
危

険
に
直
面
さ
せ
る
。
ま
さ
し
く
こ
の
よ
う
な
道
徳
的
苦
境
に
直
接
応
答
す
る
も
の
と
し
て
、
徳
音
の
国
楽
啓
蒙
は
国
学
を
再
建

す
る
一
本
の
新
し
い
道
筋
を
探
し
出
す
可
能
性
を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
国
学
は
、
技
術
の
伝
授
・
学
術
研
究
や
政
治
立

場
と
慎
重
に
距
離
を
置
き
、
人
の
鑑
賞
力
を
培
養
す
る
こ
と
か
ら
出
発
し
、
教
育
の
重
点
を
再
び
「
人
心
」
の
「
啓
蒙
」
の
上

に
置
き
な
お
し
た
。
そ
の
主
な
方
法
は
、
規
範
的
な
箴
言
や
教
誨
を
教
え
込
む
の
で
は
な
く
、
審
美
体
験
を
通
じ
て
、
学
生
の

特
定
の
文
化
風
格
と
世
界
観
に
対
す
る
理
解
を
導
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
楽
教
を
先
導
と
し
た
、「
自
由
教
育
」
（liberal 

arts education

）
式
の
国
学
は
、
人
心
の
「
和

）
29
（

」
を
以
っ
て
制
度
の
「
合
」
に
代
え
、
中
国
伝
統
文
化
と
近
代
性
と
の
間
に
、
良

性
互
動
の
一
つ
の
可
能
な
結
合
点
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
徳
音
の
楽
教
理
想
は
な
お
伝
統
文
化
の
「
道
が
肉
体

と
成
っ
た
」「
君
子
」
を
培
養
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
理
想
的
な
状
態
で
は
、
こ
の
よ
う
な
君
子
は
、
特
定
の
言
語

技
術
を
利
用
し
思
考
し
言
述
す
る
人
物
で
は
な
く
、
ま
た
彼
の
独
占
す
る
特
定
の
資
源
に
頼
っ
て
権
力
を
掌
握
す
る
人
物
で
も

な
く
、
さ
ら
に
既
定
の
秩
序
構
造
の
中
で
儀
式
化
さ
れ
た
形
式
に
よ
っ
て
共
同
体
の
関
係
を
処
理
す
る
人
で
も
な
く
、
天
地
の

間
、
古
今
の
際
で
「
芸
に
遊
び
（
遊
於
芸
）
」「
楽
に
成
る
（
成
於
楽

）
30
（

）
」
人
物
な
の
で
あ
る
。

（
29
）『
礼
記
』
楽
記
に
「
楽
は
和
を
敦
く
す
る
（
楽
者
敦
和
）」、「
楽
は
天
地
の
和
で
あ
る
（
楽
者
天
地
之
和
也
）」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
敦
和
の
効
能
は
、

外
在
的
な
規
範
の
接
受
と
保
持
に
由
来
す
る
も
の
で
は
な
く
、「
情
」
の
感
応
と
昇
華
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
以
下
の
よ
う
に
言
う
、「
お
よ
そ

音
は
、
人
心
に
生
ず
る
も
の
で
あ
る
。
情
は
心
の
う
ち
に
動
き
、
故
に
声
に
あ
ら
わ
れ
る
。
声
が
五
つ
の
音
階
を
形
成
す
る
と
、
こ
れ
を
音
と
謂
い
（
凡

音
者
、
生
人
心
者
也
。
情
動
於
中
、
故
形
於
声
。
声
成
文
、
謂
之
音
）」、「
有
徳
の
音
を
楽
と
謂
う
（
徳
音
之
謂
楽
）」。
ま
た
「
そ
も
そ
も
楽
は
楽
し
む
と

い
う
意
味
で
あ
り
、
人
情
の
免
れ
得
な
い
も
の
で
あ
る
（
夫
楽
者
楽
也
、
人
情
之
所
不
能
免
也
）」、「
君
子
は
情
に
か
え
っ
て
そ
の
志
を
和
す
（
君
子
反
情

以
和
其
志
）」
と
も
言
う
。

（
30
）『
論
語
』
泰
伯
篇
第
八
「
子
曰
く
、
修
身
す
る
に
は
ま
ず
詩
を
学
び
、
そ
の
後
礼
を
学
ん
で
人
格
を
つ
く
り
あ
げ
、
そ
し
て
楽
を
学
ん
で
完
成
さ
せ
る

（
子
曰
、
興
於
詩
、
立
於
礼
、
成
於
楽
。）」
音
楽
の
本
体
論
的
意
義
と
そ
の
儒
学
的
詮
釈
に
つ
い
て
は
、
陳
贇
「
音
楽
、
時
間
与
人
的
存
在̶̶

対
儒
家
『
成

於
楽
』
的
現
代
理
解
」、『
現
代
哲
学
』、
二
〇
〇
〇
二
年
、
第
二
期
、
九
二
―
九
七
頁
を
参
照
。


